在南アフリカ日本国大使館　広報文化センター現地職員の募集

1. 募集人数：　1名

2. 職種：　現地職員1名、広報文化センター現地職員

3. 勤務条件：
・勤務時間：月曜日～金曜日、午前8時30分～午後4時30分
（昼休み：午後12時45分～午後1時45分）、夜間及び週末に残業の可能性あり
・勤務地：在南アフリカ日本国大使館、Groenkloof、Pretoria
・雇用形態：常勤
・給与：候補者の学歴、資格、経験に基づき、在南アフリカ日本国大使館が決定

4. 応募締切：　２０２６年８月３１日午後５時

5. 面接および筆記試験：　２０２６年９月上旬

6. 採用予定日：　２０２６年１０月１日頃

7. 期待される人材：
在南アフリカ日本国大使館は、大使館の広報文化センターの現地職員として、事務作業を行ったり、文化行事や広報外交活動を企画・支援することで日本と南アフリカの架け橋となることに意欲を有する資質のある方を募集します。

8. 職務内容（これらに限定されない）：
· 各種書類や情報のデータ入力、資料の整理
· 様々な団体や関係各方面との連絡、電話応対
· 連絡先リストの更新
· アポイントメント、車両等の手配
· 調査および報告、プレゼンテーションの実施
· 広報文化センターの管理
· 文化イベント及び大使館イベントでの対応（参加団体との調整、展示物の対応）
· 大使館から指示されたその他の業務の遂行

9. 資格・能力：
· 学士号を有すること。
· 優れたコミュニケーション能力（特に英語、できれば日本語も）を有し、窓口、電話、メールでの問い合わせに対応できること。
· PCスキル（特にMicrosoft Word、Excel、Powerpoint、Outlook）を有すること。
· 急な残業にも対応できること。
· 有効な運転免許証と信頼できる自家用車を所有していること（公共交通機関が時間外に利用できない場合があるため必須）。
· 南アフリカ国籍以外の方は、南アフリカの有効な就労許可証を有すること（採用された応募者については確認されます）。
· 広報、メディア対応、日本関連業務の経験があれば尚可。

10. 応募方法：
· 関心のある候補者は、応募締切（2026年8月31日午後5時）までに以下の情報をinfo@pr.mofa.go.jpに提出してください。
1 履歴書
履歴書はできるだけ詳細に記載ください。また、以下の情報も含めてください。
-日中の連絡先電話番号
-メールアドレス
-現在及び以前の勤務先の照会先（氏名、役職、組織名、日中の連絡先電話番号）
-現在の給与
②略歴サマリーシート
上記①の略歴とは別に、下記の大使館ＨＰからダウンロードの上作成ください。
https://www.za.emb-japan.go.jp/files/CV%20SUMMARY.docx

· 件名に「Application for Local Staff Position – Information and Cultural Section」と明記してください。
· 提出された書類は返却されませんのでご注意ください。
· 書類選考を通過した候補者のみ、面接および試験のために連絡いたします。連絡がない場合は、不採用とみなしてください。

11. 注意事項：
· 職務経験がある候補者については、現在および以前の雇用主に照会を行います。
· すべての応募者は、プレトリアの在南アフリカ日本国大使館から25km以内に居住している必要があります。
· 大使館への通勤は、従業員自身の責任となります。
· 応募書類に基づいて書類選考を行います。書類選考を通過した応募者には、面接の案内をいたします（日程は別途通知）。
· 採用された応募者には、雇用開始日から3か月間の試用期間を設けます。なお、試用期間は必要に応じて延長する場合があります。
· 採用後に犯罪経歴証明書を提出していただきますので、採用決定後速やかに取得手続を開始してください。
· 応募書類の選考、筆記試験、面接に関するフィードバックは提供しませんのでご了承ください。

この求人に関するすべてのお問い合わせは、メールでお願いいたします。
お問い合わせ先：info@pr.mofa.go.jp

在南アフリカ日本国大使館
広報文化センター
